
飯舘村で捕獲したイノシシの測定

筋肉が最も高濃度
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参考：【野生化した牛】
約 1 ： 20から30　

血液 筋肉:前 筋肉:後

イノシシ解体準備。 ホルマリンも用意します。 とらえられたイノシシ

イノシシ解剖中 採材します。 メモとともにサンプルを入れ物へ。
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・この2個体は同一の地域で捕獲されたものであった。（200mぐ
らいの距離）
・大腸内容物（糞）の濃度はほぼ同一であるが、臓器の放射性セシ
ウム濃度は大きく異なった。
・筋肉が最も高かった。
・牛と比較すると、筋肉に対する血中濃度の比率が高かった。
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